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タイトル ふじのくに感染症管理センターの開設について

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 開設準備班

TEL 054-221-2008

「防疫先進県　静岡」を目指し、新興・再興感染症に備え、本県の感染症対策を担
う拠点「ふじのくに感染症管理センター」を開設し、感染症対策局感染症対策課が
移転します。

１　開設年月日
　　令和５年４月１日(土)
　　＊業務開始は４月３日（月）からとなります。

２　開設の場所
　　静岡県三島市谷田２２７６（現静岡県総合健康センター内）
　　　電話　０５５－９２８－７２７１

３　その他
　　令和５年３月から改修工事中のため、開設式等は行いません。
　　工事終了後（令和６年３月末を予定）に館内見学会等を実施する予定です。



○ ふじのくに感染症管理センターの開設

（１）概 要

新興・再興感染症に備えるため、令和５年４月に「ふじのくに感染症管理センター」

を開設し、防疫体制の強化を図る。

（２）今後の方向性

新興感染症等のパンデミックの発生に備え、「防疫先進県 静岡」を目指す。

（３）施設概要

現在の静岡県総合健康センターを改修し、２階、３階に「ふじのくに感染症管理

センター」を設置する。

施設全体は、令和６年１月以降、県民の生涯を通じた健康づくり及び社会参加を

促進するための施設とし、名称を「静岡県健康福祉交流プラザ」に改め、１階及び

屋外を引き続き県民利用に供する。

区 分 機 能

名 称 用 途 平 時 有 事

静 岡 県

健 康 福 祉

交流プラザ

３
階

ふじのくに

感染症管理

センター

事務機能（感染症対策課）

・保健所や医療従事者等の研修

・感染症動向等の広報・啓発 等

事務機能（感染症対策課）

・感染症動向の調査・分析・情報の集約

・病床の確保 等

２
階

検査機能(東部保健所細菌検査課)

・感染症(細菌･ウイルス検査)、食品衛生

１
階

県民への

供 用

貸館機能等（健康づくり、スポーツ科学）

・体育館、トレーニングルーム

・ランニングレーン

・ワクチン接種会場

・物資配送拠点 等

拠点施設の施設整備、改正感染
症法への対応
保健師等の計画的採用による保
健所体制強化
福祉施設従事者、保健所職員等
に対する感染症に関する研修の
実施
感染症対応に転用しやすい施
設・設備の整備への支援制度創
設
マスク等の感染防護具の備蓄
医療資機材等の県内生産による
自給体制の促進（経済産業部と
連携）

連携拠点病院の指定と医療ネットワーク
の構築
有事における病床確保・調整機能の確立
県の医師確保施策との連携と感染症専門
医の研修プログラムの確立
感染症に関する検査・相談体制の確立
感染症発生動向に関する調査・分析、情
報発信の体制強化
データベース化による調査・分析体制の
強化
ワクチンの集団・広域接種体制の構築
災害時の対応の検討

人材養成プログラムの確立による県内
感染症専門医の計画的な確保
連携拠点病院の役割強化などによる感
染症専門医・看護師の活躍の機会の創
出

2022年度～2023年度 2024年度～2026年度 2027年度～2031年度

ステップ２　司令塔としての機能確立
ステップ３　有事における医療体制の構築

ステップ２
ステップ３

ステップ１ 拠点設置・研修の実施

ステップ１



（４）整備スケジュール（想定）

＊実際の工事進捗状況により、スケジュールが前後する可能性あり。

区分
Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

３階
事務

部門

２階
検査

部門

１階
貸館

部門

地下

１階

東部保健所細菌検査課執務室、検査室等改修

東部保健所で業務継続

受変電設備、自家発電装置更新

移転 本執務室での業務継続
感染症管理センター執務室等改修

開設(仮執務室で業務開始)

移転

検査部門
開 始

中央監視装置更新、体育館空調設置等

貸館再開（予定）県民利用の一時停止

工

事

入

札



ふじのくに感染症管理センター
R5.4.1開設
＜三島市＞

令和５年度感染症対策推進体制

感染症対策担当部長

感染症対策局長

感染症対策課

新型コロナ対策推進課
＊感染症対策課（15人）が
　感染症管理センターに移転

新型コロナ対策企画課

感染症管理センター長

本庁（西館）
＜静岡市＞


